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生まれたときから身近にあり、大きな影響を受けてきた

歴史民俗資料館「飛行場マイスター」※　　足立勘
かん

二
じ
さん（昭和 10 年生まれ・前渡西町）

　

各
務
原
の
中
央
部
、
東
西
約
９
㎞
に
わ

た
っ
て
広
が
る
「
各
務
原
台
地
」
は
、
古

来
「
各
務
野
」
と
呼
ば
れ
、「
此こ

の
野
に

田
畠は

た

な
し
、
唯た

だ

青
草
の
み
生
ず
」（
貝
原

益
軒
「
岐
蘇
路
之
記
」）
と
記
さ
れ
る
よ

う
な
、
手
つ
か
ず
の
原
野
で
し
た
。

　

今
も
駅
名
と
し
て
残
る「
六
軒
」・「
二
十

軒
」
と
い
う
地
名
か
ら
も
、
人
家
の
少
な

い
か
つ
て
の
姿
が
想
像
で
き
ま
す
。

旗
本
坪
内
家
、
陸
軍
の
大
砲
演
習
場
へ

　

こ
う
し
た
各
務
原
台
地
の
状
況
が
、
大

き
く
変
わ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
は
江
戸
時

　

日
本
初
の
飛
行
場
は
、
明
治
44
年
、
埼

玉
県
の
所
沢
に
開
設
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
一
次
世
界
大
戦
が
始
ま
り
、
航
空
機

の
戦
略
上
の
重
要
性
が
高
ま
る
な
か
、
大

正
６
年
（
１
９
１
７
）
に
開
設
さ
れ
た
の

が
「
各
務
ヶ
原
飛
行
場
」
で
す
。

　

こ
の
各
務
原
の
地
が
飛
行
場
に
選
ば
れ

た
の
は
、
平
坦
で
障
害
物
の
な
い
見
晴
ら

し
の
良
い
場
所
だ
っ
た
こ
と
や
、
偏
西
風

を
航
空
機
の
揚
力
に
利
用
し
や
す
い
東
西

に
長
い
土
地
で
あ
っ
た
こ
と
な
ど
が
理
由

だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

大
正
６
年
６
月
11
日
、
所
沢
か
ら
各

務
ヶ
原
飛
行
場
に
３
機
の
複
葉
機
が
飛

来
。
当
時
ま
だ
珍
し
か
っ
た
飛
行
機
を
見

る
た
め
、
大
勢
の
見
物
人
が
飛
行
場
に
集

ま
り
、
ラ
ム
ネ
や
サ
イ
ダ
ー
な
ど
の
屋
台

代
。
こ
の
地
を
治
め
て
い
た
旗
本
坪
内
家

が
、
大
砲
の
稽
古
場
に
す
る
こ
と
を
幕
府

か
ら
認
め
ら
れ
た
こ
と
に
始
ま
り
ま
す
。

　

明
治
に
入
り
、
陸
軍
の
大
砲
射
的
場
と

な
る
と
、
明
治
22
年
に
は
敷
地
が
拡
張
さ

れ
、
３
７
８
町
歩
（
約
３
７
５
ha
）
と
い

う
広
大
な
演
習
場
と
な
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
大
砲
の
性
能
が
上
が
る
と
、

三
ツ
池
か
ら
発
射
し
た
砲
弾
が
上
戸
に
達

す
る
事
故
が
発
生
し
、
実
弾
演
習
は
中
止

に
。
大
砲
演
習
場
か
ら
歩
兵
の
練
兵
場
へ

と
変
更
さ
れ
、
新
た
な
道
を
歩
む
こ
と
と

な
り
ま
す
。

が
出
る
な
ど
、
お
祭
り
の
よ
う
な
賑
わ
い

だ
っ
た
そ
う
で
す
。

西
・
中
・
東
、
３
つ
の
飛
行
場

　

各
務
ヶ
原
飛
行
場
に
は
、
所
沢
か
ら
移

駐
し
た
、
航
空
第
二
大
隊
（
大
正
７
年
）

と
第
一
大
隊
（
同
９
年
）
の
２
大
隊
が
駐

屯
し
ま
し
た
。

　

第
二
大
隊
は
現
在
の
鵜
沼
各
務
原
町
～

朝
日
町
に
あ
っ
た
飛
行
場
（
東
飛
行
場
）

に
、
第
一
大
隊
は
那
加
の
西
飛
行
場
に
駐

屯
し
ま
し
た
。
こ
の
他
に
、三
柿
野
駅（
昭

和
13
年
ま
で
は
「
航
空
廠
前
駅
」）
南
側

に
中
飛
行
場
（
野
村
飛
行
場
）
が
あ
り
、

各
務
ヶ
原
飛
行
場
は
、
終
戦
ま
で
３
つ
の

飛
行
場
を
有
す
る
、
規
模
の
大
き
い
飛
行

場
で
あ
っ
た
と
い
え
ま
す
。

飛
行
場
開
設
、
そ
し
て「
飛
行
機
の
ま
ち
」へ

飛
行
場
一
〇
〇
年

飛行場一〇〇年

各
務
原
台
地
の
中
央
に
広
が
る「
岐
阜
飛
行
場
」。

か
つ
て「
各
務
ヶ
原
飛
行
場
」と
呼
ば
れ
た
こ
の
飛
行
場
は
、
現
存
す
る
飛
行
場

と
し
て
国
内
最
古
の
歴
史
を
誇
り
、
今
年
、
開
設
か
ら
１
０
０
年
の
節
目
の
年

を
迎
え
ま
し
た
。

本
特
集
で
は
、
産
業
や
都
市
基
盤
な
ど
、
各
務
原
の
発
展
に
大
き
な
影
響
を
与

え
て
き
た
、
各
務
ヶ
原
飛
行
場
の
歴
史
を
紐
解
き
ま
す
。

詳
細　

歴
史
民
俗
資
料
館
☎
０
５
８（
３
７
９
）５
０
５
５

※本特集では、飛行場の旧名称を「各務ヶ原飛行場」とい
　う表記で統一しています

（写真上）昭和 6 年 6 月 11 日の飛行場のようす（中）
鵜沼にあった東飛行場（大正時代、上が南）（下）
かつての各務ヶ原飛行場と現在の岐阜基地（点線）

※歴史民俗資料館で講習会などを受講し、同館の
　飛行場 100 周年事業に参加するボランティア

大正 8 年の各務ヶ原飛行場

西
中

東

昭和 20 年に終戦を迎えたとき、私は小学 4 年生でした。家の庭
に防空壕を作って、空襲のとき家族で避難したことを覚えていま
す。終戦間近のころは、飛行機が墜落することはしょっちゅうで、
大きな音がすると、「また飛行機が落ちたか」と言ったものです。

終戦後、米軍が駐留するころまでは、飛行場の南側には柵なども
なく、自由に出入りできる状態でした。私も、三柿野駅まで行く
のに、いつも飛行場を横切ってまっすぐ駅まで向かっていました。
終戦直後の物資がないころは、格納庫や掩

えんたいごう

体壕に放置されたタイ
ヤやビニールシートなどを持ち出していた人も多かったですね。

昭和 32 年、航空自衛隊岐阜基地が開庁したときには、式典に稲
羽町連合青年団長として出席しました。
飛行場があることで、私の地域は路線バスが通るまで「陸の孤島」
の状態でした。飛行場は、生まれたときから近くにある身近な存
在。良い意味でも悪い意味でも、大きな影響を受けていますね。

VOICE 01

特集
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「
キ
ャ
ン
プ
岐
阜
」時
代

　

昭
和
20
年
８
月
の
終
戦
後
、
10
月
26
日

に
米
軍
が
各
務
原
に
進
駐
し
ま
し
た
。

　

昭
和
33
年
に
米
軍
が
飛
行
場
を
返
還
す

る
ま
で
、
飛
行
場
は
「
キ
ャ
ン
プ
岐
阜
」

と
し
て
、
米
軍
の
歩
兵
部
隊
や
海
兵
隊
が

駐
屯
し
ま
し
た
。
基
地
の
周
辺
で
は
歓
楽

街
が
で
き
、
治
安
の
悪
化
や
風
紀
の
乱
れ

が
問
題
に
な
る
な
ど
、
多
く
の
社
会
問
題

を
伴
い
ま
し
た
。

　

基
地
内
に
は
、
兵
士
の
慰
労
の
た
め
ボ

ウ
リ
ン
グ
場
や
プ
ー
ル
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
施
設
が
あ
り
、
日
本
人
も
約
２
１
０
０

人
が
働
い
て
い
た
と
い
い
ま
す
。

「
航
空
自
衛
隊
岐
阜
基
地
」へ

　

昭
和
32
年
、
米
軍
か
ら
飛
行
場
の
一
部

が
返
還
さ
れ
、
防
衛
省
と
の
共
同
使
用
と

な
り
ま
し
た
。

　

千
葉
県
の
木
更
津
か
ら
補
給
隊
（
現
・

第
二
補
給
処
）
が
、
続
い
て
静
岡
県
の
浜

松
か
ら
実
験
航
空
隊
（
現
・
飛
行
開
発
実

験
団
）
が
移
駐
す
る
な
ど
規
模
を
拡
大
。

昭
和
33
年
、
米
軍
か
ら
飛
行
場
が
返
還
さ

れ
、今
日
の「
航
空
自
衛
隊
岐
阜
基
地
」の

姿
へ
と
順
次
整
備
さ
れ
て
い
き
ま
し
た
。

　

現
在
、
秋
に
は
毎
年
「
航
空
祭
」
が
開

催
さ
れ
、
飛
行
場
に
全
国
か
ら
多
く
の
来

場
者
が
集
ま
り
ま
す
。

　

各
務
ヶ
原
飛
行
場
の
開
設
は
、
都
市
と

し
て
の
各
務
原
の
発
展
に
、
大
き
な
影
響

を
与
え
ま
し
た
。

　

大
正
9
年
に
は
、
岐
阜
駅
か
ら
那
加
、

各
務
ヶ
原
駅
ま
で
の
国
鉄
高
山
線
が
開

通
。
飛
行
場
へ
の
移
動
や
資
機
材
の
運
搬

の
た
め
、
強
く
実
現
が
求
め
ら
れ
た
結
果

で
し
た
。

　

翌
10
年
に
は
鵜
沼
駅
ま
で
延
伸
、ま
た
、

大
正
15
年
に
は
各
務
原
鉄
道
（
現
・
名
古

屋
鉄
道
）
が
開
通
し
、
各
務
原
の
発
展
に

大
き
く
寄
与
し
ま
し
た
。

「
も
の
づ
く
り
」の
基
礎
を
築
く

　

大
正
11
年
、
各
務
ヶ
原
飛
行
場
に
隣

接
す
る
蘇
原
村
三
柿
野
に
、
川
崎
造
船

所
（
現
・
川
崎
重
工
業
）
の
飛
行
機
組
立

工
場
が
完
成
。
神
戸
市
か
ら
移
住
す
る
約

１
２
０
０
人
の
従
業
員
の
た
め
、
周
辺
に

社
宅
群
や
小
学
校
、
運
動
場
な
ど
の
施
設

が
次
々
と
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
う
し
て
各
務
原
に
誕
生
し
た
国
内
有

数
の
航
空
機
の
生
産
拠
点
は
、
飛
行
場
の

歴
史
と
と
も
に
発
展
し
、
現
在
の
、「
県

内
№
１
の
も
の
づ
く
り
の
ま
ち
」
各
務
原

市
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

終
戦
・
米
軍
駐
留
か
ら「
岐
阜
飛
行
場
」へ

飛行場一〇〇年特集

飛行場が、各務原の近代化のきっかけになった

飛行場 100 周年を記念したイベント＆事業を開催！

市教育委員会文化財課　課長　　西村勝広

各務原の歴史上には、いくつか大きな転換期がありました。中でも各務ヶ原飛
行場の開設は、各務原の近代化の引き金になったという点で重要な出来事です。

飛行場は近くにあるものの、ふだんは柵の中で知ることができない。今回、飛
行場 100 周年を記念して、講演会やパネル展などさまざまな企画をご用意し
ました。米軍や旧陸軍の資料を紐解いて得た新たな情報を、この機会に市民の
皆さんに知っていただきたい。騒音などマイナスのイメージもある飛行場を、
誇りに思ってもらえるような企画になっているので、ぜひご参加ください。

VOICE 02

EVENT

　飛行場開設 100 周年を記念して、飛行場な
どに関係する研究者・専門家による講演会を開
催します。
　事前の申込や費用は不要です。気軽にご参加
ください。
日時・内容　① 11 月 5 日（日）　10:00 ～ 11:30

　航空自衛隊岐阜基地内に残る、戦前の建物や
記念碑を、岐阜基地の協力のもと、学芸員など
がご案内します。費用は無料です。
日時　12月2 日（土）　① 9:30～11:30 ②13:30 ～
15:30

　11 月 18 日から開催するパネル展「各務ヶ原
飛行場の歩み」の内容に、より詳しい解説など
を加えた資料集を刊行します。
　11 月 18 日から 1 冊 500 円で販売します。

　各務ヶ原飛行場の写真や図をパネルにして展
示し、飛行場マイスターの案内で 100 年間の
変遷をたどります。
期間　11月18 日～12月10 日　10:00～17:00（入

＝「各務ヶ原と四式重爆飛龍～各務ヶ原の生産を支え
る為に作られた地下工場群」辻田文雄・全日本軍装研
究会代表② 11 月 25 日（土）　10:00 ～ 11:30 ＝「各
務原の空を飛んだ飛行機たち」小山澄人・かかみがは
ら航空宇宙科学博物館支援ボランティア
場所　中央図書館 4 階多目的ホール（那加門前町 3）

場所　中央図書館北側 集合
対象　①小・中学生とその保護者②一般
定員　各 30 人（申込順）
申込と詳細　10 月 6 日　9:00 ～ 電話で歴史民俗資料
館☎ 058-379-5055

販売場所　▼ パネル展「各務ヶ原飛行場 100 年の歩
み」会場▼ 歴史民俗資料館（鵜沼西町 1）▼ 文化財課

（産業文化センター 7 階）▼ 埋蔵文化財調査センター
（那加門前町 3）▼ 木曽川文化資料館（川島松倉町）

場は 16:30 まで、最終日は 16:00 まで）
場所　中央図書館 3 階展示室 A
備考　図書館休館日（11 月 20 日・24 日・27 日・12
月 1 日）は休み

11/5（日）・25日（土）　「各務ヶ原飛行場 100 周年記念講演会」

12/2（土）　「岐阜基地歴史探訪ツアー」

「各務ヶ原飛行場 100 年史」刊行

11/18（土）～ 12/10（日）　「パネル展 - 各務ヶ原飛行場 100 年の歩み」

現在の各務原市の形成に大きな影響を与えた「各務ヶ原飛行場」の歴史を、市民の皆さんによ
り深く知っていただくため、さまざまなイベントや事業を展開します。
各イベントでは、歴史民俗資料館で講習会などを受講してきた「飛行場マイスター」の皆さんに、
展示解説などでご協力いただきます。気軽に参加して、各務原の近現代に触れてください。

（
写
真
右
）
米
軍
「
キ
ャ
ン
プ
岐
阜
」

の
門
（
中
）
川
崎
造
船
所
の
飛
行

機
組
立
工
場
（
大
正
12
年
ご
ろ
）

（
左
）
現
在
の
航
空
祭
の
よ
う
す

飛
行
場
が
各
務
原
に

も
た
ら
し
た
も
の

大正 9 年、フランス航空教育団との訓練
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ASAKEN Report

毎
月
１
日
号
に
掲
載
し
ま
す

市長　浅野健司

　
白
川
村
の
「
ト
ヨ
タ
白
川
郷
自
然
學

校
」
を
舞
台
に
、
12
回
目
と
な
る
各
務

野
立
志
塾
を
開
催
。
今
回
も
リ
ー
ダ
ー

を
志
す
中
学
生
39
人
が
8
月
22
日
か
ら

3
泊
4
日
の
研
修
に
参
加
し
ま
し
た
。

　
こ
の
立
志
塾
は
、
各
務
原
商
工
会
議

所
や
教
育
委
員
会
な
ど
で
構
成
さ
れ
た

実
行
委
員
会
が
企
画
し
、
未
来
を
担
う

人
材
を
育
て
る
こ
と
を
目
的
の
一
つ
と

し
て
お
り
、
美
し
く
豊
か
な
自
然
の
中

で
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
資
質
を
高
め
る

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

　
産
学
官
ト
ッ
プ
リ
ー
ダ
ー
に
よ
る
講

話
、
各
務
原
の
市
政
を
知
り
、
将
来
を

描
く
活
動
、
白
川
郷
学
園
の
生
徒
と
の

交
流
を
通
じ
て
伝
統
や
歴
史
を
学
ぶ
な

ど
、充
実
し
た
内
容
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
私
も
市
長
就
任
以
来
、「
官
」の
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
講
師
を
務
め
て
い
ま
す

が
、
や
る
気
に
満
ち
た
熱
い
視
線
と
、

一
つ
で
も
多
く
の
事
を
吸
収
し
よ
う
と

す
る
姿
勢
に
、
毎
回
、
身
の
引
き
締
ま

る
思
い
で
演
台
に
立
っ
て
い
ま
す
。

　
今
年
は
活
動
の
目
玉
の
一
つ
と
し
て

「
夢
タ
イ
ム
」と
銘
打
ち
「
未
来
を
描
く

私
た
ち
に
！
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
考
え

る
活
動
を
取
り
入
れ
ま
し
た
。
市
の
現

状
を
学
び
、
魅
力
を
再
発
見
す
る
と
と

も
に
、
課
題
と
も
し
っ
か
り
と
向
き
合

う
。
そ
し
て
、
30
年
後
の
未
来
が
ど
う

な
っ
て
い
る
か
、
ど
う
し
た
ら
も
っ
と

魅
力
溢
れ
る
ま
ち
に
な
る
か
を
想
像

し
、
私
に
プ
レ
ゼ
ン
を
す
る
と
い
う

も
の
で
す
。
若
者
な
ら
で
は
の
視
点
か

ら
出
た
提
案
、
市
政
に
取
り
入
れ
た
い

と
思
う
よ
う
な
斬
新
な
ア
イ
デ
ア
も
あ

り
、
私
も
新
鮮
な
気
持
ち
で
聞
き
入
り

ま
し
た
。

　
中
学
生
の
皆
さ
ん
が
社
会
に
出
る
ま

で
あ
と
数
年
。
未
来
を
創
造
し
、
ま
ち

を
支
え
、
活
躍
す
る
姿
が
見
ら
れ
る
の

も
、
そ
ん
な
に
遠
い
未
来
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
若
者
の
成
長
に
期
待
す
る
一
日

に
な
り
ま
し
た
。

各務野立志塾

　

市
で
は
現
在
、
新
庁
舎
の
建
設
に
向
け

て
、
配
置
や
構
造
、
必
要
な
機
能
・
設
備

な
ど
の
基
本
的
な
内
容
を
決
め
る
「
基
本

設
計
」
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
に
直
接
、
基
本
設
計

（
案
）
の
方
針
や
概
要
を
お
知
ら
せ
す
る

た
め
、
市
民
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

下
記
８
会
場
で
開
催
し
ま
す
の
で
、
お

近
く
の
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
事
前

申
込
は
不
要
で
す
。
お
気
軽
に
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

　

11
月
１
日
～
30
日
に
、基
本
設
計
（
案
）

の
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
（
意
見
募
集
）

を
行
い
ま
す
。資
料
は
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
、

管
財
課（
市
役
所
３
階
）、市
民
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
な
ど
で
配
布
し
ま
す
。詳
細
は
、

広
報
紙
11
月
１
日
号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

期
日

時
間

場
所

11
月
１
日
（
水
）

午
後
７
時
～
８
時
30
分

鵜
沼
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
鵜
沼
羽
場
町
１
）

11
月
２
日
（
木
）

那
加
西
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
那
加
手
力
町
）

11
月
３
日
（
金
）

蘇
原
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
（
蘇
原
野
口
町
１
）

11
月
４
日
（
土
）
午
後
２
時
～
３
時
30
分

産
業
文
化
セ
ン
タ
ー
２
階
第
３
会
議
室
（
那
加
桜
町
２
）

11
月
６
日
（
月
）

午
後
７
時
～
８
時
30
分

稲
羽
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
（
上
戸
町
３
）

11
月
７
日
（
火
）

川
島
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー
（
川
島
河
田
町
）

11
月
８
日
（
水
）

鵜
沼
東
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
鵜
沼
山
崎
町
４
）

11
月
９
日
（
木
）

陵
南
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
鵜
沼
朝
日
町
２
）

新 庁 舎 基 本 設 計 案
市 民 説 明 会

■
市
民
説
明
会
を
開
催

【
市
民
説
明
会
開
催
日
程
】

■
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

詳細　管財課☎ 058-383-1619

（ ）

　

ア
ジ
ア
カ
ッ
プ
は
、
４
年
ご
と
に
開
催

さ
れ
る
ア
ジ
ア
大
陸
選
手
権
で
す
。
こ
の

大
会
は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
中
間
年
に
開

催
さ
れ
る
「
ホ
ッ
ケ
ー
競
技
ワ
ー
ル
ド

カ
ッ
プ
」
の
ア
ジ
ア
代
表
を
決
定
す
る
大

会
で
、
優
勝
国
に
は
、
来
年
ロ
ン
ド
ン
で

開
催
さ
れ
る
「
２
０
１
８
女
子
ワ
ー
ル
ド

カ
ッ
プ
」
の
出
場
権
が
与
え
ら
れ
ま
す
。

　

２
０
１
３
年
に
マ
レ
ー
シ
ア
の
ク
ア
ラ

ル
ン
プ
ー
ル
で
行
わ
れ
た
前
回
大
会
で
、

優
勝
の
栄
冠
に
輝
い
た
日
本
代
表
。
連
覇

を
目
指
し
、
今
年
６
月
に
は
、
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
出
身
の
ア
ン
ソ
ニ
ー
・
フ
ァ
リ
ー

さ
ん
（
写
真
）
が
、
新
た
に
ヘ
ッ
ド
コ
ー

チ
に
就
任
し
ま
し
た（
19
ペ
ー
ジ「
ク
ロ
ー

ズ
ア
ッ
プ
」
参
照
）。
２
０
２
０
年
に
向

け
て
、
ど
ん
な
チ
ー
ム
と
な
る
の
か
、
新

チ
ー
ム
か
ら
目
が
離
せ
ま
せ
ん
。

新
体
制
で
優
勝
を
目
指
す
！

ア
ジ
ア
王
者
の
座
を
賭
け
て

アンソニー・ファリーさん
ヘッドコーチ

POOL  A

中国
（８位／４位）

インド
（12 位／３位）

マレーシア
（22 位／５位）

シンガポール
（40 位／ー）

POOL  B

韓国
（９位／２位）

日本
（11 位／１位）

タイ
（31 位／ー）

カザフスタン
（34 位／ 6位）

■参加国（2017.7 世界ランキング／前回大会順位）

　

今
大
会
は
８
カ
国
（
下
表
「
参
加
国
」

参
照
）
が
参
加
し
、
優
勝
を
目
指
し
て
熱

い
戦
い
を
繰
り
広
げ
ま
す
。
国
際
大
会
の

ハ
イ
レ
ベ
ル
な
プ
レ
ー
を
間
近
で
見
ら
れ

る
、
絶
好
の
機
会
で
す
。

　

日
本
代
表
チ
ー
ム
に
は
、
地
元
選
手
も

多
数
出
場
予
定
。
会
場
に
足
を
運
ん
で
、

エ
ー
ル
を
送
り
ま
せ
ん
か
。

大
会
期
間　

10
月
28
日
～
11
月
５
日

場
所　

川
崎
重
工
ホ
ッ
ケ
ー
ス
タ
ジ
ア
ム

（
下
切
町
６
）

費
用　

下
表
「
チ
ケ
ッ
ト
販
売
」
参
照

チ
ケ
ッ
ト
販
売　

川
崎
重
工
ホ
ッ
ケ
ー
ス

タ
ジ
ア
ム
、
ス
ポ
ー
ツ
課
（
産
業
文
化
セ

ン
タ
ー
７
階
）

詳
細　

ス
ポ
ー
ツ
課
☎
０
５
８（
３
８
３
）

１
２
３
１

ぜ
ひ
、
会
場
で
観
戦
を

予選リーグ
・

準々決勝

パスポート
※予選・
準々決勝
通し券

一般 2000 円

中・高校生 2000 円

小学生 無料

当日券

一般 1000 円

中・高校生 500 円

小学生 無料

決勝・準決勝
など

11/3 ～ 5
当日券

一般 2000 円

中・高校生 1000 円

小学生 500 円

■チケット販売（未就学児は無料）

日時 対戦相手

Day 1 10 月 28 日（土）18:30 ～ カザフスタン

Day 3 10 月 30 日（月）18:30 ～ 韓国

Day 4 10 月 31 日（火）18:30 ～ タイ

Day 6 11 月 2 日（木） 準々決勝

Day 7 11 月 3 日（金） 準決勝

Day 8 11 月 4 日（土） ５～８位戦

Day 9 11 月 5 日（日） 決勝

■日本代表チームの試合日程など

Anthony  James  Farry

～10/28

11/2

2017 女子アジアカップ 開催 !
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くらし　けんこうと くらし　けんこうと

。

　英字新聞を使って、おしゃれ
なブックバッグを作ります。
日時　10 月 31 日（火）　10:00 ～
11:00
場所　中央ライフデザインセン
ター第 2 会議室（蘇原中央町 2）
対象　一般
定員　10 人（申込順）
持参品　はさみ
申 込 と 詳 細　10 月 3 日 ～、 中
央ライフデザインセンター図書室
☎ 058-383-2125 

ブックバッグを
作ろう！

　普段の感情や
考えを、動物と
いうフィルター
を通して描いて
いる画家の飯沼
由貴さんの個展
を開催します。
期間　10 月 21 日～ 11 月 5 日
10:00 ～ 17:00（休館日を除く）
場所　中央図書館 3 階展示室 A

（那加門前町 3）
備考　10 月 21 日（土）　14:00
～16:00 にはお絵かきワークショ
ップ「ねこ・ねこ・ねこのむれ
を作ろう！」を開催（詳細は広
報紙 9 月 1 日号 5 ページに掲載）
詳細　いきいき楽習課☎ 058-38
3-1042

飯沼由貴展
「-PARTY-」

期間　10 月 1 日～ 11 月 30 日
優待料金　大人 1500 円、65 歳
以上・大学生 1100 円、高校生
800 円、小・中学生 500 円（通
常は大人 1700 円、65 歳以上・
大学生 1300 円、高校生 1000 円、
小・中学生 600 円）
備考　免許証など市内在住の証
明ができるもの入館窓口で提示
詳細　博物館明治村（犬山市字
内山 1）☎ 0568-67-0314

博物館明治村
市民特別割引

日時　10 月14
日（土）・15 日

（日）　15:00 ～
場所　村国座

（各務おがせ町3）
演目　絵

え ほ ん

本太
た い こ う き

功記「尼
あ ま が

ヶ崎
さ き か ん き ょ

閑居
の場

ば

」、縁
えんむすびのかみ

結神 釣
つりおんな

女、浮
う き

世
よ が ら

柄比
ひ

翼
よくの

稲
い な づ ま

妻「仲
な か の

ノ 町
ちょう

鞘
さ や あ て

当の場
ば

」
詳細　文化財課☎ 058-383-1475

村国座
子供歌舞伎

日時　10 月 21 日（土）　13:30 ～
15:00
場所　鵜沼西町交流館（鵜沼西
町 1）
内容　「尾張に於ける倭

やまとひめのみこと

姫 命の
伝説」小川克子・理事、「“天王
地名” に思う」安田修司・理事
費用　500 円（会員は無料）
詳細　濃尾・各務原地名文化研
究会・阿部☎ 058-370-4425

濃尾・各務原地名
文化研究会講演会

　各務原の自然豊かな風景を楽しみ
ながら、みんなでウオーキングしよう。
　会場では、元 WBA 世界ミドル級
チャンピオンの竹原慎二さんによる
ウオーキング講座を開催。抽選会も
行いますので、ぜひご参加ください。
日時　11 月 26 日（日） ▼ 受付＝ 8:30 ～ 9:15 ▼

ウオーキング講座＝ 9:15 ～ 9:45 ▼ごうかいコー
ス（15 ㎞）スタート＝ 10:00 ～ ▼いきいきコース（8
㎞）スタート＝ 10:10 ～ ▼ほのぼのコース（1.2 ㎞）
スタート＝ 10:20 ～ ▼ほのぼのコース・プラス（4
㎞）スタート＝ 11:10 ～
場所　河川環境楽園自然発見館西側芝生広場（川
島笠田町）発着
対象　健康に自信がある方（未成年者は保護者の
承諾が必要）
定員　1500 人（申込順）
参加者特典　 ▼「アクア・トトぎふ」入館料割引（当
日限定、最大 5 人まで可） ▼ 大観覧車「オアシス
ホイール」利用料金割引（当日限定） ▼「ツインアー
チ 138」入館料割引（12 月末まで）など
備考　 ▼ 小雨決行 ▼ コース内には歩道橋や砂利道

があります ▼駐車場には限りがあるため、乗り合
わせてご来場ください ▼当日 7:15 ～ 16:45、名鉄

「各務原市役所前駅」～河川環境楽園をシャトル
バスが運行します
申込方法　 ▼ 窓口・郵送＝市内公共施設にある参
加申込書に必要事項を記入して、直接、施設窓口
またはスポーツ課 ▼ メール＝市ウェブサイトより
参加申込書をダウンロードし、件名を「ウオ－キン
グ申込」として sports-e@city.kakamigahara.gifu.
jp ▼ ウェブサイト＝専用申込フォームに必要事項
を入力して送信
受付期間　10 月 2 日～ 31 日（消印有効）
詳細　スポーツ課☎ 058-383-1231

　お子さんと一緒
に英語絵本の世界
を楽しみませんか。
市国際交流員が大きな絵本を
使って読み聞かせを行います。
日時　10 月 20 日、11 月 17 日、
12 月 15 日、平成 30 年 1 月 19
日、2 月 16 日、3 月 16 日　い
ずれも金曜日　11:00 ～ 11:20
場所　中央図書館おはなしのへ
や（那加門前町 3）
詳細　観光交流課内各務原国際
協会事務局☎ 058-383-1426

英語絵本読み聞かせ

期間　10 月 13 日～ 15 日　10:00
～ 17:00（15 日のみ 16:00 まで）
場所　産業文化センターあすか
ホール（那加桜町 2）
詳細　市書道協会・石井☎ 058-
383-4620

敦賀市・各務原市
交流書道展

期間　10 月 7 日～ 9 日
優待料金　大人 850 円、65 歳以
上 650 円、高校生 550 円、小・中
学生 350 円、3 歳以上 150 円（通
常 は 大 人 1700 円、65 歳 以 上
1300 円、高校生 1100 円、小・
中学生 700 円、3 歳以上 300 円）
備考　 ▽免許証など市内在住の
証明ができるものを入園窓口で
提示（1 人の証明で 5 人まで割
引可） ▽ 他の割引券との併用、
団体は利用不可 ▽駐車料金は別
途必要
詳細　リトルワールド（犬山市今
井成沢 90-48）☎ 0568-62-5611

リトルワールド
市民優待割引

期間　12 月 17 日まで（期間中
休園日あり）
優待料金　 ▽入園料＝中学生以
上 900 円、2 歳以上 500 円（通常
は中学生以上 1100 円、2 歳以
上 600 円） ▽ワンデーパスポー
ト（入園料＋のりほうだい券）
＝中学生以上 3000 円、小学生
2600 円、2 歳以上 2000 円（通
常は中学生以上 3500 円、小学
生 3000 円、2 歳以上 2300 円）
備考　 ▽免許証など市内在住の
証明ができるものを入園窓口で
提示（1 人の証明で 5 人まで割
引可） ▽ 世界サル類動物園など
は別途料金が必要 ▽他の割引券
との併用、団体は利用不可
詳細　日本モンキーパーク（犬
山市大字犬山字官林 26）☎ 056
8-61-0870

モンキーパーク
市民優待割引

　国内女子ホッケーのトップ
チームが日本一のタイトルをか
けて、熱い戦いを繰り広げます。
期日　10月14日（土）・15 日（日）
場所　川崎重工ホッケースタジ
アム（下切町 6）
費 用　 一 般・ 大 学 生 1000 円、
高校生 500 円、中学生以下無料
詳細　川崎重工ホッケースタジ
アム☎ 058-380-2211

高円宮牌 2017 女子
ホッケー日本リーグ

　市内の特別支援学級在籍の児
童生徒が、各務原特別支援学校の
生徒と楽しく元気に競技します。
日時　11 月 1 日（水）　9:15 ～
14:30
場所　総合体育館メインアリー
ナ（那加太平町 2）
詳細　学校教育課☎ 058-383-11
18

市連合スポーツ大会

　上原彩子さんをはじめ、数多
くのピアニストを育成している
江口文子・昭和音楽大学教授の
指導によるピアノ教室を、公開
で開催します。
日時　12 月 3 日、平成 30 年 1
月 28 日、2 月 11 日、いずれも
日曜日　13:00 ～（全 3 回）
場所　かとれあホール（鵜沼三
ッ池町 5）
対象　3 回とも参
加できる、市内在
住の小・中学生
定員　5 人程度（選考）
備考　選考は CD または MD審査
申込と詳細　10 月 27 日までに
いきいき楽習課内市文化協会事
務局☎ 058-383-1042

各務原「ピアノ教室」
受講生募集

参加者大募集 !!「かかみがはら DE ウオーキング 2017」

　ハロウィンのお
話の読み聞かせと、
紙皿のタンバリン
作りを楽しみます。
日時　10 月 21 日（土）　14:00 ～
15:00
場所　川島ほんの家幼児コー
ナー（川島河田町）
対象　子ども（幼児～小学生）
とその保護者
定員　工作は 15 人（申込順）
申込と詳細　工作参加希望者は
当日 9:00 ～、直接または電話で
川島ほんの家☎ 0586-89-5610

ハロウィンの
おはなし会
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くらし　けんこうと くらし　けんこうと

日時　10 月11 日（水）　15:00 ～
16:00
場所　産業文化セ
ンター 6 階第 3 会
議室（那加桜町 2）
内容　｢成果の上がる展示会へ
の出展ノウハウ」鈴木昂司・県
よろず支援拠点コーディネーター
備考　 ▽セミナー終了後、希望
者には個別経営相談も行います

▽ 毎週水曜日に開設している
「かかみがはらビジネス相談窓

口」もご利用ください（予約制）
申込と詳細　事前に電話で産業
政策室☎ 058-383-1697

中小企業のための
よろずミニセミナー

　全国一斉に実施される「違反
建築防止週間」に合わせ、市内
で建築パトロールを行います。
　建築基準関係法令に違反する
建築物の是正とその発生予防の
ために、ご協力をお願いします。
詳細　建築指導課☎ 058-383-14
82

10月15日～ 21日は
違反建築防止週間

　建築物がある敷地内で、道路
に接した敷地の境界から 5m 以
内を生け垣、樹木、芝などで緑
化する場合、補助金を交付しま
す。下記までご連絡ください。
補助額　原則、市で定める標準
事業費の 1/2（上限 10 万円）
申込と詳細　河川公園課☎ 058-
383-1111 内線 2755

ご利用ください
接道緑化補助制度

　看板などの屋外広告物の設置
には許可が必要です。　
　新たに設置された店舗、事務
所などの屋外広告物の調査を実
施するため、10 月～ 12 月に、
市から委託を受けた調査員が、
公道から測量・写真撮影を行い
ますので、ご協力ください。
　また、許可を受けていない方
は速やかに申請してください。
詳細　建築指導課☎ 058-383-11
11 内線 2719

屋外広告物調査に
ご協力を

　公共施設や住宅地の近くな
ど、多くの人に健康被害を与え
る可能性がある場合は、農薬の
飛散防止など、周辺への配慮を
お願いします。

【健康被害防止のため】
①病害虫に強い作物・品種を選
ぶ②観察・見回りにより病害虫・
雑草を早期に発見する③剪

せん

定・
捕殺など物理的防除を優先する
④農薬は飛散の少ない剤型を使
用し、周辺住民に周知する

【農薬により健康被害を受ける
場合があります】
　農薬は、使い方を誤れば自ら
の健康を損なうだけでなく、周
囲の住民の皆さんにも健康被害
を与える場合があります。
　農薬を使用するときは、保護
メガネやマスクなどを着用する
とともに、周囲への影響につい
ても十分配慮しましょう。
詳細　農政課☎ 058-383-1130

本当に必要ですか？
その農薬散布

　「犯罪のない安全で安心して
暮らせる地域社会」の実現を
目指して、「全国地域安全運動」
が 10 月 11 日～ 20 日に行われ
ます。県でも県民大会を開催し
ます。ぜひご来場ください。
日時　10 月 17 日（火）　13:30 ～
15:50
場所　ぎふ清流文化プラザ（岐
阜市学園町 3-42）
内容　オープニングセレモニー、
活動発表、講演
詳細　県県民生活課☎ 058-272-
1111 内線 2391

県安全・安心まち
づくり県民大会

日時　10 月 24 日（火）　13:30 ～
15:00
場所　産業文化センター 1 階あ
すかホール（那加桜町 2）
内容　「いのち・生
き合う - みなさん
にお願いしたいこ
と」藤田敬一・県
人権懇話会会長
備考　手話通訳・要約筆記を用
意しています
詳細　まちづくり推進課☎ 058-
383-1884

市人権同和講演会

　ステージやワークショップな
ど、さまざまなイベントを開催！
ぜひお出かけください。
日時　10 月21日（土）・22日（日）
10:00 ～ 15:00（小雨決行）
場所　百年公園北入口噴水広場
周辺（関市小屋名 1966）
内容　ダンスステージ、アマ
チュアバンド演奏、クラフト
マーケット、飲食コーナーなど
詳細　県百年公園事務所☎ 057
5-28-2166

百年公園 オータム
フェスティバル

【教育相談】
　学校・家庭での教育や、子育て
に悩みを持つ保護者や小中学生
の皆さんからの相談に応じます。
日時　毎週火～土曜日（祝日を
除く）　9:00 ～ 17:30
相談電話　☎ 058-383-7290

【保護者会】
　学校に行きづらいなど、同じ
悩みを持つ保護者の皆さんが集
まります。気軽にご参加くださ
い。予約不要です。
日時　10 月19 日（木）、11 月 17
日（金）　14:00 ～15:30

【家族で楽しむイングリッシュ!】
日時　10 月 28 日（土）　10:30 ～
11:30
対象　市内在住の幼児（5・6 歳）
と保護者
定員　10 組（申込順）
申込　10 月 6 日　9:00 ～、「講
座名、住所、電話番号、参加
者全員の氏名」を、メール kks-
rarara@city.kakamigahara.gifu.
jp または電話で市教育センター

【共通事項】
場所　市教育センター（那加門
前町 3、中央図書館 4 階）
詳細　市教育センター☎ 058-38
3-7291

ご利用ください
市教育センター

　市役所北玄関横の自動交付機
の利用を一時停止します。当日
は、アピタ各務原店、イオンモー
ル各務原、鵜沼空中歩道（鵜沼
駅連絡橋）の自動交付機をご利
用ください。
日時　10 月 21 日（土）　終日
詳細　市民課☎ 058-383-1078

証明書自動交付機
の一時利用停止

　先の大戦で亡くなられた方の
ご遺族をはじめ、皆さんの参列
をお待ちしています。
日時　10 月 11 日（水）　9:30 ～
10:20
場所　那加福祉センター（那加
雲雀町）
詳細　福祉総務課☎ 058-383-13
58

市戦没者追悼式

【レッツ・トライ・イングリッシュ】
　簡単な英語の歌やゲームなど
を、各務原高校の生徒から楽し
く学びます。
日時　11月11日（土）　10:00 ～
11:00
場所　各務原高校（蘇原新生町2）
対象　市内在住の小学 5・6 年生
定員　20 人程度（抽選）
備考　保護者の送迎が必要
申込と詳細　10 月14日までに市
教育センター☎ 058-383-7292

各務原寺子屋事業

　土地の価格が分からないとき
は、「地価公示の標準地」と「地
価調査の基準地」などを利用し
ましょう。全国各地点の標準地
と県の基準地の内容・所在地を
閲覧することができます。
閲覧場所　県都市政策課、市都
市計画課、中央図書館、市民サー
ビスセンター

【土地を取引した場合の届出】
　市街化区域 2000 ㎡以上、市
街化調整区域 5000 ㎡以上の土
地について、売買などの取引をす
る場合、契約日から 2 週間以内
に市役所へ届け出てください。
詳細　県都市政策課☎ 058-272-
8646、市都市計画課☎ 058-383-
7245

10 月は土地月間

みんなの市民憲章
自然と文化財を守り、

美しいまちをつくります
　11 月 5 日（日）は市民清掃
の日です。自治会連合会の賛
同のもと、全市的な運動とし
て行われます。清掃の時間・
場所などは、自治会より各世
帯に案内があります。多くの
皆さんの参加をお願いします。

市民憲章推進協議会

団体運営を
みんなで学び合おう

　ボランティア活
動や団体活動を続
けていくのは難し
いもの。経験も知識も豊富な講
師の話を聞いてみませんか？他
の団体の皆さんと楽しく情報交
換できる時間もあります。ぜひ
ご参加ください！
日時　10 月 28 日（土）　10:00 ～
12:00（受付 9:30）
場所　産業文化センター 2 階第
3 会議室（那加桜町 2）
定員　30 人（申込順）
内容　お金の集め方などの団体
運営について
講師　北村隆幸・NPO 法人ぎ
ふ NPO センター副理事長
申込と詳細　10 月 27 日までに
まちづくり推進課☎ 058-383-19
97

日時　11 月 25 日（土）　8:00 ～
場所　各務原カントリー倶楽部

（須衛天狗谷）
対象　市内在住・在勤のアマ
チュアの方
定員　80 人（申込順）
費用　参加料 1 人 1000 円、プ
レー代 1 万 5120 円（ビジター）
競技方法　18 ホールストローク
プレー（ダブルペリア方式、ネッ
トスコアが同スコアの場合は、
満年齢の高い方を上位とする）
備考　 ▽ 日本ゴルフ協会ゴルフ
規則、各務原カントリー倶楽部の
ローカルルールを適用 ▽茶店な
どでの飲食、買い物は個人精算
申込と詳細　11 月 10 日（必着）
までにスポーツ課にある申込用
紙に必要事項を記入し、スポー
ツ課窓口または㈱鵜飼内市ゴ
ルフ協会事務局・伊藤　 058-
382-1473 ☎ 058-382-1181

第 2 回市長杯
ゴルフ大会（個人戦）

FAX

農薬農薬
農薬
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くらし　けんこうと くらし　けんこうと

　各種目の優勝した皆さんです。
弓道　

△

高校男子＝栗田知季
（各務原）

△

同女子＝横山真梨
乃（岐阜各務野）
サッカー　

△

U-9 ＝那加３

△

U-10 ＝蘇原 J

△

U-11 ＝中央 ▽

U-12 ＝緑陽
詳細　スポーツ課☎ 058-383-12
31

市民体育大会
優勝者

　年金は受けられる資格があっ
ても、手続き（裁定請求）をし
ないと支給されません。

【老齢基礎年金】
　国民年金に加入し、受給資格
を満たした方が 65 歳になった
ときから支給。繰上請求または
繰下申出もできます。
請求先　 ▽第 3 号被保険者期間
のある方、厚生年金などの制度
に加入していた方＝年金事務所

▽第 1 号被保険者期間のみの方
＝市役所市民課

【障害基礎年金】
　国民年金加入者や加入したこ
とのある方が障がい者になった
とき、20 歳前の傷病で障がい
者になったとき支給。
請求先　 ▽ 第 3 号被保険者期間
中に初診日がある場合＝年金事
務所 ▽ 第 1 号被保険者期間中に
初診日がある場合（20歳前、60～
64 歳を含む）＝市役所市民課

【遺族基礎年金】
　国民年金加入者や加入したこ
とのある方が亡くなったとき、
その人により生計を維持されてい
た子のある配偶者または子に、
子が 18 歳に達する年度末（障
がい者は 20 歳未満）まで支給。
請求先　 ▽第 3 号被保険者期間
中に亡くなった場合＝年金事務
所 ▽第 1 号被保険者期間中に亡
くなった場合（60 ～ 64 歳を含
む）＝市役所市民課

【第 3 号被保険者の届け出】
　健康保険の被扶養者の届出と
一緒に、配偶者の勤務している
事業所へ提出。第 3 号被保険者
から第 1 号被保険者への変更届
は、市役所市民課または市民
サービスセンター

【共通事項】

▽ 65 歳以上の方は、障害基礎
年金と老齢厚生年金（または障

国民年金の受給には
手続きが必要です

　現在、使用している国民健康
保険被保険者証は 10 月 31 日
で有効期限が切れます。新しい
被保険者証は 10 月中に簡易書
留で郵送します。
　新しい被保険者証がお手元に
届く間に、住所変更や社会保険

（協会けんぽ、健康保険組合な
ど）の加入など変更があった場
合は、お早めに市民課、医療保
険課、または市民サービスセン
ターに届出をしてください。

【有効期間内に 75 歳到達の方、
退職被保険者証の方で 65 歳に
到達される方】
　有効期限が異なります。喪失
前に新しい被保険者証が送付さ
れます。
詳細　医療保険課☎ 058-383-10
99

国民健康保険
被保険者証を更新

害基礎年金と遺族厚生年金）の
併給ができます ▽請求に必要な
書類は、事前に請求先に確認し
てください ▽ 第 1 号被保険者
＝自営業者、農林漁業者、無職、
自由業者、学生など ▽第 2 号被
保険者＝厚生年金や共済組合な
どの加入者 ▽ 第 3 号被保険者＝
第 2 号被保険者に扶養されてい
る配偶者
詳細　岐阜南年金事務所☎ 058-
273-6161、市役所市民課☎ 058-
383-1113

10 月の休日・夜間
納付相談

【市税】　 ▽休日相談日時＝ 10 月
15 日（日）　10:00 ～ 17:00 ▽ 夜
間相談日時＝ 10 月 12 日（木）・
13 日（金）　17:15 ～ 20:00
場所　本庁舎 1 階税務課

【国民健康保険料】　 ▽ 休日相談日
時＝ 10 月 14 日（土）　13:00 ～
17:00 ▽ 夜間相談日時＝ 10 月
11 日～ 13 日、16 日～ 17 日　
17:15～20:00
場所　本庁舎 1 階医療保険課
備考　 ▽本庁舎北側地下入口か
らお入りください ▽上記時間帯
に、電話での納付確認を実施
詳細　 ▽ 市税＝税務課☎ 058-
383-4773 ▽ 国民健康保険料＝
医療保険課☎ 058-383-1112　

【家屋を新築・増築したら】
　固定資産税の
算定などに必要
な評価額決定の
ため、資産税課
職員が家屋調査に伺います。
対象　新築・増築などをした家
屋（居宅・店舗・車庫・物置など）
内容　家屋の構造、各部分（屋
根・外壁・内壁・天井・床など）
の使用材料や、仕上げ状況など
の調査と建築図面などの確認
備考　調査日時を指定の場合は、
資産税課へ連絡してください

【家屋を取り壊したら】
　取り壊した年の 12 月末まで
に、資産税課にある「家屋滅失
申請書」を提出してください。
詳細　資産税課☎ 058-383-4840

家屋の新築・増築・
取り壊しをしたら

期日　11 月 22 日（水）
場所　那加自動車学校（那加西
那加町）
対象　下記のすべての条件を満
たす方 ▽ 岐阜県に在住の 60 歳
以上 ▽ 就業意欲がある ▽ シル
バ ー 人 材 セ ン
ター入会希望の
方やシルバー人
材センター会員
定員　15 人（選考）
備考　 ▽募集要項は、市内福祉
センター、高齢福祉課、商工振
興課、東亜町会館入口のチラシ
でご確認ください ▽受講決定者
にのみ連絡します
申込と詳細　11 月 7 日（必着）
までに、受講申込書に必要事項
を記入し、郵送またはファクス
で、〒 500-8145 岐阜市雲井町
3-12 岐阜県シルバー人材セン
ター連合会　 058-248-9730 ☎
058-249-0228

安全運転講習
受講者募集

FAX

　水道事業を安定的に経営する
ため、中長期的な視点に立った
経営戦略（案）について、皆さん
の意見を募集します。
公表（閲覧）場所　市役所 1 階
市政情報コーナー、市民サービ
スセンター、産業文化センター、
水道施設管理センター、水道料
金事務センター、市ウェブサイ
トなど
対象　 ▽市内在住、在学、在勤
の方 ▽市水道使用者、所有者
備考　 ▽匿名や電話、口頭での
意見提出はできません ▽いただ
いた意見は、市の考え方を整理
した上で公表します ▽個別の回
答はしません ▽関係のない意見
などには回答しない場合があり
ます
申込と詳細　10 月 10 日～ 31 日

（必着）に、意見記入用紙を市
ウェブサイトからダウンロード
し ▽メール＝ s-somu@city.kaka
migahara.gifu.jp ▽郵送＝〒 50
4-0912 那加桜町 2-186 水道総務
課　 058-371-3140 ☎ 058-383-
7111

水道事業 経営戦略
（案）意見募集

FAX

　ごみの減量化
とリユースの意識
を 高 め る た め、
北清掃センター
へ搬入された家具類のうち再生
利用可能なものを修繕し、毎月
市民公園休憩所「各務野」などで
展示し、申込による販売を行っ
ています。展示期間、申込方法は
下記へお問い合わせください。
備考　希望者多数の場合は抽選
申込と詳細　シルバー人材セン
ター☎ 058-371-2300

不用リユース家具
を販売します

10 月 31 日（火）まで

介護保険料   10 月分
国民健康保険　 5 期
後期高齢医療　 4 期
住宅使用料　　 7 期

今月の

納　税

　返しきれない借
金 に お 困 り の 方
は、悩む前にご相
談ください。
日時　10 月 14 日

（土）　13:00 ～ 16:00
内容　①面接相談（30 分、前日
までに予約）＝県民生活相談セ
ンター（岐阜市薮田南 5-14-53
OKB ふれあい会館 1 棟 5 階）②
電話相談＝上記時間内に下記へ
申込と詳細　県民生活相談セン
ター☎ 058-277-1003

多重債務
無料相談会

日時　10 月 14 日（土）　10:00 ～
16:00
場所　県司法書士会館（岐阜市
金竜町 5-10-1）
詳細　県司法書士会事務局☎ 05
8-246-1568

司法書士による無料
登記・法律相談会

　麻薬や覚せい剤
などの薬物乱用は、
個人の問題だけで
なく、各種犯罪の
誘因など、社会全体に大きな危
害をもたらします。
　薬物乱用に対する正しい知識
を身につけて、薬物乱用を許さ
ない社会環境を作りましょう。
詳細　環境政策課☎ 058-383-42
31

10・11 月は
薬物乱用防止月間

　浄化槽法では、浄化槽の管理
者に対し、定期的に保守点検・
清掃・法定検査を行うことが義
務づけられています。
　浄化槽が適正に機能し、地域の
水環境を保全するためにも維持
管理を適正に行ってください。
詳細　環境政策課☎ 058-383-42
31

10 月 1 日は
浄化槽の日

　行政相談週間にちなんで、特
設行政相談を開設。行政相談員
が無料で相談に応じます。
日時　10 月 17 日（火）　10:00 ～
12:00
場所　市役所 4 階第 2 会議室（那
加桜町 1）
備考　 ▽市まちづくり推進課で
毎月第 1・2・3 火曜日　10:00 ～
12:00 に行政相談を実施 ▽ 岐阜
行政監視行政相談センター（岐阜
市金竜町 5-13）☎ 0570-090110
でも行政相談に応じます
詳細　まちづくり推進課☎ 058-
383-1884

10月16日～ 22日は
行政相談週間
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くらし　けんこうと くらし　けんこうと

　市では、地域の安全を守る防
犯ボランティア団体の活動を支
援しています。登録された団体
には、帽子や腕章などの防犯活
動用品をお配りします。皆さん
の登録をお待ちしています。
対象　月 1 回以上の活動が可
能で、自主的かつ継続的なメン
バーによる 6 人以上の団体
申込と詳細　まちづくり推進課
☎ 058-383-1997

「防犯ボランティア
団体」は登録を

　医薬品は、医師、薬剤師など
の専門家に相談して正しく使用
しましょう。
詳細　健康管理課☎ 058-383-11
16

10 月17日～23日は
薬と健康の週間

　認知症の方やその家族、地域
の方など、どなたでも集える憩
いの場です。事前申込は不要で
す。お気軽にご参加ください。

【こころカフェ ぽかぽか】
日時　毎週土曜日　10:00～12:00
場所　NPO 福祉サポートセン
ター各務原東隣（鵜沼三ツ池町5）
費用　200 円
詳細　かかみ野☎ 058-384-8844

【オレンジカフェ八木山】
日時　10月 16 日（月）　13:00 ～
15:00
場所　ささえあいの家（つつじ
が丘 4）
詳細　カーサ・レスペート☎ 058-
385-3912

【らららカフェ】
日時　10 月16日（月）　13:30 ～
15:30
場所　飛鳥美谷苑　（那加西市
場町 7）
費用　200 円
詳細　飛鳥美谷苑☎ 058-371-30
81

【さくらカフェ】
日時　10 月28 日（土）　10:30 ～
12:30
場所　桜丘中学校 1 階多目的ホ
ール（那加不動丘 1）
費用　200 円
詳細　社会福祉協議会☎ 058-38
3-7624

【オレンジカフェうぬま】
日時　10 月18 日（水）　14:00 ～
15:30
場所　喫茶「ジョイガァデン」

（鵜沼古市場町 2）
費用　200 円
詳細　ジョイフル各務原☎ 058-
379-2521

気軽にご参加を
「認知症カフェ」

　糖尿病は、自覚症
状のないまま、じわ
じわと忍び寄る怖い
病気です。日頃の食
生活や運動習慣を見
直し、皆で糖尿病予防に取り組
みましょう。
日時　11 月6 日（月）　13:30 ～
15:00（受付 13:00）
場所　総合福祉会館（那加桜町2）
対象　74 歳以下で糖尿病治療
中でない方
定員　80 人（申込順）
内容　「糖尿病についてとすぐ
できる簡単運動」岸雅也・各務
原リハビリテーション病院医師
申込と詳細　10 月23 日までに、
健康管理課☎ 058-383-1116、東
保健相談センター☎ 058-379-78
88

糖尿病予防教室

　「住み慣れた地域で暮らす・
顔の見える関係作り」を目指し
て、活動しています。
日時　10 月10 日（火）　19:30 ～
21:00
場所　飛鳥美谷苑（那加西市場
町 7）
内容　講演「前頭側頭型若年認
知症の夫とともに」庄司銘子（認
知症家族の会）
詳細　飛鳥美谷苑☎ 058-371-30
81

生活圏域
ネットワーク会議

　社会福祉制度の相談なども受
け付けます。
日時　10 月 17 日（火）  13:00 ～
14:20
場所　社会福祉課相談室（那加
桜町 1）
備考　事前予約が必要
申込と詳細　社会福祉課☎ 058-
383-1252

精神保健福祉士
こころの健康相談

【4 か月児健康診査】

内容　医師の診察、身体計測、
栄養・育児などの相談

【11 か月児健康診査】

内容　医師の診察、身体計測、
歯科・栄養・育児などの保健相談

【1 歳 6 か月児健康診査】

内容　医師・歯科医師の診察、
身体計測、個別相談
備考　 ▽歯みがきをして受診し
てください（歯の汚れの検査あ
り） ▽当日幼児フッ素塗布受診
票を発行（１人 1 回分・無料）

【3 歳児健康診査】

内容　医師・歯科医師の診察、
尿検査、聴覚検査、身体計測、
個別相談
備考　尿を入れる容器（10 月中旬
郵送）と目と耳に関するアンケー
トを記入し、持参してください

11 月の
乳幼児健康診査

期日 場所 対象出生児
1 日

（水）
総合福祉会館

平成 29 年 6 月
1 日～ 15 日

2 日
（木）

平成 29 年 6 月
16 日～ 30 日

6 日
（月）

東保健相談
センター 平成 29 年 6 月

期日 場所 対象出生児

27 日
（月）

総合福祉会館

平成 28 年 12 月
28 日

（火）
東保健相談

センター

期日 場所 対象出生児
20 日

（月）
総合福祉会館

平成 26 年 10 月
1 日～ 15 日

21 日
（火）

平成 26 年 10 月
16 日～ 31 日

22 日
（水）

東保健相談
センター 平成 26 年 10 月

期日 場所 対象出生児
7 日

（火）
総合福祉会館

平成 28 年 4 月
1 日～ 15 日

8 日
（水）

平成 28 年 4 月
16 日～ 30 日

13 日
（月） 東保健相談

センター

平成 28 年 4 月
1 日～ 15 日

14 日
（火）

平成 28 年 4 月
16 日～ 30 日

【乳がん検診】
期日　平成 30 年 2 月 23 日まで
の月・水・金曜日（祝日、年末
年始などを除く）
受付時間　13:20 ～ 14:00
対象　市に住民登録があり、受
診時に満 40 歳以上の女性。た
だし、次に該当する方は受けら
れません①職場などで受診する
機会がある②乳房に関する病気
で治療中または経過観察中③乳
がんで既往歴がある、または治
療中、経過観察中④妊娠中、授
乳中、断乳後 1 年を経過してい
ない⑤ペースメーカーなど医療
機器を上半身に装着⑥豊胸術を
受けた⑦この 1 年以内にマンモ
グラフィ検査受診済（昨年度の
乳がん検診を受けた方は不可）
定員　1 日 35 人（申込順）
内容　問診、乳房エックス線検
査（マンモグラフィ）
費用　1500 円（当日支払）
申込期限　11 月 30 日

【肺がん・結核検診】
期日　11 月 29 日までの月・水・
金曜日（祝日などを除く）
受付時間　14:15 ～ 14:45
対象　市に住民登録があり、受
診時に満 40 歳以上の方。ただ
し、次に該当する方は受けられ
ません①今年 4 月以降に胸部
エックス線検査を受けた②肺疾
患で現在治療中または通院中③
職場などで受診する機会がある
④血

けったん

痰が 6 カ月以内にあった⑤
妊娠の可能性がある
定員　1 日 25 人（申込順）
内容　胸部エックス線検査、喀

かく

痰
たん

細胞診（喫煙で必要と認めた
方のみ）
費用　 ▽ 40 ～ 64 歳（年度末）＝
1000 円（当日支払） ▽ 65 歳以
上（年度末）＝無料 ▽ 喀痰細胞
診を受ける方は別途 1000 円

乳がん検診
肺がん・結核検診

申込期限　10 月 31 日
【共通事項】

場所　東海中央病院 2 階健康管
理センター（蘇原東島町 4）
備考　 ▽事前予約が必要 ▽両方
希望される場合は一緒にお申し
込みください ▽生活保護世帯の
方は無料です。受診前に下記へ
申込と詳細　健康管理課☎ 058-
383-1115

　「きれいな川と海を子どもた
ちに残そう」を合言葉に一斉清
掃を行います。清掃ボランティ
アに、ぜひご参加ください。
日時　10 月 28 日（土）　8:00 ～
9:00（雨天中止）
場所　木曽川河川敷（集合は総
合運動公園（下中屋町））
持参品　清掃作業ができる服
装、火ばさみなど
申込と詳細　個人参加は当日会
場受付、団体参加は事前に管理
課☎ 058-383-1904

川と海の
クリーン大作戦

　開発途上国で現地の人々と生
活しながら、国づくりに貢献す
るボランティアを募集します。
説明会日時・場所　① 10 月 9
日（月・祝）　10:30 ～ 12:30 ＝
ぎふメディアコスモス（岐阜市
司町 40-5）② 10 月 25 日（水）
18:30 ～ 20:30 ＝ハートフルスク
エア G（岐阜市橋本町 1-10-23）
備考　詳細は https://www.jica.
go.jp/volunteer/ を確認ください
申込と詳細　11 月 1 日（必着）
までに申込書類などを郵送また
はウェブサイトから、JICA 岐阜
県デスク☎ 058-263-8069

「JICAボランティア」
募集

【共通事項】
受付時間　13:00 ～ 13:30（仮番
号札配布 12:30 ～）
対象地区　 ▽総合福祉会館＝那
加・川島・蘇原・稲羽地区 ▽東
保健相談センター＝鵜沼地区
持参品　母子健康手帳、問診票

（記入済のもの）
備考　 ▽指定日に受診できない
場合、２週間前までに下記へ ▽

前月までの対象児で受診してい
ない方は、今回受診できます ▽

健康診査の所要時間は約 2 時間
です ▽駐車料金の補助あり
詳細　健康管理課☎ 058-383-11
15、東保健相談センター☎ 058-
379-7888

10 月の歯科救急当番の変更

　広報紙 9 月 15 日号に掲載
した、10 月 9 日（月・祝）の歯
科救急当番は、北山歯科医院
から、「大栗歯科医院（鵜沼
小伊木町 2）☎ 058-370-0814」
に変更しました。
詳細　健康管理課☎ 058-383-
1115
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カルチャー カルチャー

〒 509-0102 各務字車洞 6797-1
㊡なし

■ 5 日（日）　各務野・自然観察ウオーク
時間　10:00 ～ 12:00
持参品　筆記用具、長袖長ズボン
■ 12 日（日）　秋の「大岩見晴台」トレッキング
時間　9:00 ～ 12:00
持参品　お茶、登山ができる服装、雨具、昼食（下
山後、解散して自由に昼食をとります）
■ 19 日（日）「サンタクロース」の飾り巻き寿司
時間　10:00 ～ 12:00
持参品　エプロン、三角巾、マスク、食
品用ラップ（小）、ハンドタオル、新しい
ふきん、食品保存容器（A4）、保冷剤
■ 26 日（日）　晩秋のバードウォッチング
時間　9:00 ～ 11:00
持参品　筆記用具、あれば双眼鏡と図鑑

【共通事項】
対象　小学生の親子（5 日・12 日・26 日は大人の
みも可）
定員　30 人（19 日は 20 人、申込順）
費用　参加費 300 円（19 日は 1 作 1000 円）
申込　10 月 1 日～、「開講日と講座名、参加者全員
の住所、氏名 、ふりがな、性別、年齢、電話番号、
返信用メールアドレス、付き添いの方がいればその
旨」を明記し、メールで shizen@wildlife.ne.jp
詳細　NPO 法人生態教育センター（自然体験塾窓
口）☎ 090-5615-0370

N
A
TU
R
E

里山の秋を満喫！
11 月の「自然体験塾講座」

各務野自然遺産の森
☎ 058-385-2773

N
A
TU
R
E

「ミツバチの働き」
～生態のひみつと養蜂家の一年に密着～

川島ライフデザインセンター
☎ 0586-89-3686

〒 501-6025 川島河田町 1028-1
㊡月曜日、祝日

　ミツバチの生態と養蜂家の 1 年を通して、おいし
い蜂蜜ができるまでを紐解きます。
日時　11 月 8 日（水）　10:00 ～ 12:00
対象　成人
定員　20 人（申込順）
講師　廣瀬徳経（有限会社春日養蜂場）
費用　300 円（当日支払）
持参品　筆記用具
申込　10 月 4 日　9:00 ～直接または電話で川島ラ
イフデザインセンター

中央図書館
☎ 058-383-1122　　

A
R
T 皆さんの力作を展示しています！

中央図書館 3 階市民ギャラリー

■第 14 回「写友煌
きら

めき」季に語りて…写真展
期間　10 月 12 日～ 15 日　10:00 ～ 16:00（ただし、
12 日は 12:00 ～）
詳細　写友煌めき・内橋☎ 058-384-9910

〒 504-0911 那加門前町 3-1-3
㊡ 10/2・6・10・11・16・23・30

☎ 058-383-1121

西ライフデザインセンター

C
U
LT
U
R
E

お気軽にご参加ください！
11 月の短期講座

■干支の小物で新年を飾ろう！子ども講座
　「カワイイいぬの土鈴」
日時　11 月 11 日（土）　9:30 ～
11:30
対 象　小学生（1 ～ 3 年生は保
護者同伴）
定員　15 人
費用　600 円（受講料 150 円、材料費 450 円）
講師　廣瀬礼子
持参品　新聞紙、絵の具、水入れ、持ち帰り用の袋、
汚れてもいいタオル
■オトナの社会見学  第 5 弾
　「笠松競馬場バックヤード見学」
　馬とのふれあいや、普段入ることのできないス
タート台やゲート付近を見学します。
日時　11 月 24 日（金）　9:30 ～ 11:30
場所　笠松競馬場（笠松町若葉町 12）集合・解散
定員　20 人
講師　岐阜県地方競馬組合職員
費用　400 円（受講料 300 円、入場料 100 円）

【共通事項】
申込　10 月 14 日　10:00 ～、受講料を持参し、直接、
西ライフデザインセンター（10:00 の時点で定員を
超えた場合は、その場で抽選）

〒 504-0912 那加桜町 2-186 産業文化センター 4 階
㊡祝日

〒 504-0813 蘇原中央町 2-1-8    
㊡月曜日、祝日

中央ライフデザインセンター
☎ 058-389-1820

C
U
LT
U
R
E

ゼロから知りたいスマートフォン
「ゼロスマカフェ」

　高校生ボランティアが、皆さんの質問に答えます。
日時　10 月 28 日（土）　10:00 ～ 12:00
申込　10 月 20 日までに電話などで中央ライフデザ
インセンター

C
U
LT
U
R
E

パソコン講座
「ワードでできる！簡単年賀状」

　ワードアートやオートシェイプ、写真の挿入など
の機能を活用して、オリジナル年賀状を作ります。
日時　11 月 5 日・12 日・19 日　いずれも日曜日
9:30 ～ 12:30（全 3 回）
対象　3 日間とも受講できる高校生以上の方
定員　20 人（抽選）
講師　吉川直子（K-IT シティー・コンソーシアム）
費用　受講料 900 円
備考　OS はウインドウズ 10、ソフトはワード 2013
申込　10 月 24 日（必着）までに「講座名、参加者の
氏名、年齢、住所、電話番号」を明記し、メール
chuolife@city.kakamigahara.gifu.jp または往復はが
きで中央ライフデザインセンター（窓口申込の場合
ははがき 1 枚持参）

〒 504-0813 蘇原中央町 2-1-8
㊡月曜日（祝日を除く）

M
U
S
IC 那加中学校吹奏楽部

第 23 回定期演奏会

市民会館・文化ホール
☎ 058-389-1818

日時　10 月 15 日（日）　13:30 ～（開場 13:00）
場所　市民会館
詳細　那加中学校吹奏楽部☎ 058-389-2281

C
U
LT
U
R
E

東ライフデザインセンター
☎ 058-384-0507

楽しく学んで充実ライフ
短期講座で新しいことにチャレンジ！

■安心・安全でおいしい手づくりパン
　手こねパンの基礎を学び、添加物なしの安心でお
いしいパンを作ります。焼きたてのパンとデザート
でランチを楽しみましょう。
日時　11 月 2 日・9 日・16 日　いずれも木曜日　9:30
～13:30（全 3 回）
定員　16 人
講師　中山陽子
費 用　2700 円（受講料 900 円、
材料費 1800 円）
申込　10 月 19 日　9:30 ～、費用を持参し、直接東
ライフデザインセンター（9:30 の時点で定員を超
えた場合は、その場で抽選）
■おしゃれなクリスマスリボンリース
　リボンをたっぷり使って、か
わいいリース（直径約 24 ㎝）を、
赤白どちらか選んで作ります。
日時　11 月 8 日・15 日　いずれも水曜日　9:30 ～
11:30（全 2 回）
定員　20 人
講師　宮嶋和広・リボンアートデザイナー
費用　2500 円（受講料 600 円、材料費 1900 円）
申込　10 月 11 日　9:30 ～、費用を持参し、直接東
ライフデザインセンター（9:30 の時点で定員を超
えた場合は、その場で抽選）

〒509-0145 鵜沼朝日町 3-163-2
㊡月曜日、祝日

C
U
LT
U
R
E

生涯学習発表会特別講座
「バラの香りの入浴剤作り」

　バラの形の入浴剤を作ります。持ち帰ってお風呂
に入れて、バラの香りを楽しんでください。
日時　10 月 29 日（日）　① 9:30 ～② 10:30 ～
定員　各 30 人（申込順）
講師　古家正明・岐阜工業高校化学技術科教諭
費用　50 円（当日支払）
申込　10 月 5 日　9:00 ～、直接または電話で川島
ライフデザインセンター
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毎月 1日号に掲載

健康に役立つ情報をお届け！
み ん な 集 合

登場していただける団
体・サークルを募集中！
詳細は広報課☎ 058-
383-1111（内線 2151）

File № 10-1                                                 

KIDS in Kakamigahara

ま
す
。そ
ん
な
中
、稼
ぎ
ど
き
の

土
曜
日
と
日
曜
日
が
休
み
で
は

な
い
た
め
、職
を
離
れ
て
し
ま

う
人
も
多
く
い
る
そ
う
で
す
。

　

日
本
料
理
は
、
細
か
い
と
こ

ろ
ま
で
丁
寧
に
作
ら
れ
て
い
ま

す
。
温
か
い
も
の
は
温
か
く
、

冷
た
い
も
の
は
冷
た
く
、
清
潔

で
繊
細
に
仕
上
が
る
よ
う
に
こ

だ
わ
っ
て
み
え
ま
す
。

　

私
は
、
梶
川
さ
ん
が
大
切
に

し
て
い
る
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い

た
「
何
事
も
あ
い
さ
つ
と
努

力
」、
こ
れ
が
と
て
も
大
事
だ

と
思
い
ま
し
た
。

　

私
に
も
夢
が
あ
り
ま
す
。
そ

の
夢
に
向
か
っ
て
、
恥
ず
か
し

が
ら
ず
に
、
自
分
か
ら
誰
に
で

も
あ
い
さ
つ
を
し
、
人
よ
り
も

も
っ
と
た
く
さ
ん
努
力
が
で
き

る
よ
う
に
頑
張
っ
て
い
き
た
い

で
す
。

文
・
1
年
　
岡
田
美み

つ
き月

さ
ん

身近で働く地域の方の職業講話
緑陽中学校

　

生
涯
の
う
ち
に
乳
が
ん
に
か

か
る
日
本
人
女
性
の
割
合
は
約

11
人
に
1
人
と
、
増
加
傾
向
に

あ
り
ま
す
。

リ
ス
ク
を
下
げ
る
生
活
習
慣

【
適
度
な
運
動
を
】

　

運
動
に
は
乳
が
ん
の
予
防
効

果
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
閉
経

後
の
肥
満
は
乳
が
ん
の
リ
ス
ク

を
高
め
る
の
で
、肥
満
の
予
防
・

解
消
の
た
め
に
も
適
度
に
運
動

し
ま
し
ょ
う
。

【
お
酒
は
適
量
に
】

　

飲
酒
習
慣
は
、
乳
が
ん
に
な

る
リ
ス
ク
を
高
め
ま
す
。
適
量

（
１
日
に
ビ
ー
ル
２
５
０
ml
程

度
）
を
心
掛
け
、
週
２
日
は
休

肝
日
を
設
け
ま
し
ょ
う
。

月
に
１
回
自
己
検
診
を

　

乳
が
ん
と
診
断
さ
れ
た
人
の

　

私
た
ち
「
鵜
沼
西
歌
謡
ク
ラ

ブ
」
は
、市
の
生
涯
学
習
の
高
齢

者
大
学
が
き
っ
か
け
で
結
成
し
、

今
年
で
29
年
目
に
な
り
ま
す
。

　

毎
月
、
藤
永
佳
代
子
先
生
の

指
導
の
も
と
、
新
し
い
歌
謡
曲

を
一
曲
覚
え
、
歌
え
る
よ
う
に

な
る
ま
で
レ
ッ
ス
ン
を
し
て
い

ま
す
。

　

現
在
の
会
員
は
、男
性
13
人
、

女
性
20
人
の
計
33
人
で
、
平
均

年
齢
は
70
歳
超
え
と
、
決
し
て

若
く
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
歌
う

こ
と
の
好
き
な
仲
間
で
す
。

　

毎
年
、
春
秋
２
回
の
旅
行
が

あ
り
、
多
く

の
仲
間
が
参

加
し
ま
す
。

10
月
に
開
催

す
る
発
表
会

に
は
、
メ
ン

バ
ー
の
ほ
と

ん
ど
が
参
加

し
て
い
ま
す
。

　

５
月
に
は
、「
鵜
沼
地
区
歌

謡
教
室
合
同
チ
ャ
リ
テ
ィ
発
表

会
」
に
、
個
人
と
団
体
で
参
加

し
て
い
ま
す
。
参
加
し
た
仲
間

や
そ
の
家
族
・
友
人
な
ど
か
ら

寄
付
金
を
募
り
、
一
部
は
市
社

会
福
祉
協
議
会
や
東
日
本
大
震

災
、
熊
本
地
震
な
ど
の
被
災
地

へ
の
復
興
支
援
募
金
へ
寄
付
を

し
て
、
社
会
貢
献
で
き
れ
ば
と

が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
も
っ
と
多
く
の
仲
間

の
参
加
を
求
め
、
お
互
い
和
気

あ
い
あ
い
と
楽
し
い
ク
ラ
ブ
に

発
展
さ
せ
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
ぜ
ひ
一
度
見
学
に
お
越
し

下
さ
い
。

活
動
日　
毎
月
第
２
・
４
火
曜

日　

午
後
1
時
～
午
後
3
時

場
所　

鵜
沼
福
祉
セ
ン
タ
ー（
鵜

沼
羽
場
町
1
）

会
費　
月
１
５
０
０
円

申
込
と
詳
細　
長
縄
☎
０
９
０

（
２
９
４
８
）
５
４
１
８

鵜沼西
歌謡クラブ

約
８
割
は
、自
ら
「
乳
房
の
し
こ

り
」に
気
づ
い
て
病
院
を
受
診

し
た
人
で
す
。次
の
方
法
を
参

考
に
、
日
頃
か
ら
自
己
検
診
を

行
い
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
気
に
な
る
こ
と
が
あ

れ
ば
、
す
ぐ
に
専
門
医（
乳
腺

科
、
乳
腺
外
科
）を
受
診
し
ま

し
ょ
う
。自
覚
症
状
が
な
く
て

も
、
定
期
的
に

乳
が
ん
検
診
を

受
診
し
、
早
期

発
見
に
努
め
ま

し
ょ
う
。

自
己
検
診
の
方
法

　

月
経
後
、
１
週
間
以
内
（
閉

経
後
の
人
は
毎
月
決
ま
っ
た

日
）
に
、
①
鏡
の
前
で
自
然
な

状
態
で
立
ち
、
両
方
の
乳
房
の

形
を
見
ま
す
。
ひ
き
つ
れ
、
く

ぼ
み
、
た
だ
れ
、
へ
こ
み
な
ど

が
な
い
か
確
認
②
腕
を
上
げ
て

①
と
同
様
に
確
認
③
片
腕
を
上

げ
、
反
対
の
手
の
指
の
腹
で
小

さ
な
「
の
」
字
を
描
く
よ
う
に

乳
房
を
触
り
、
全
体
を
丁
寧
に

チ
ェ
ッ
ク
④
乳
頭
を
つ
ま
み
、

乳
首
か
ら
血
液
や
膿
の
よ
う
な

分
泌
物
が
な
い
か
を
調
べ
る
⑤

脇
の
下
の
リ
ン
パ
腺
が
腫
れ
て

い
な
い
か
、
触
っ
て
確
か
め
る

詳
細　

健
康
管
理
課
☎
０
５
８

（
３
８
３
）
１
１
１
５

　

私
は
、
総
合
的
な
学
習
の
時

間
で
「
大
阪
屋
」
の
社
長
で
あ

る
料
理
人
の
梶
川
道
夫
さ
ん
に

お
話
を
う
か
が
い
ま
し
た
。

　

梶
川
さ
ん
は
、
お
ば
あ
さ
ん

が
お
店
を
営
業
す
る
の
を
小
さ

い
こ
ろ
か
ら
見
て
い
た
の
で
、

自
分
で
も
や
っ
て
み
た
い
と
思

い
、
お
店
を
継
が
れ
た
そ
う
で

す
。お
客
様
か
ら
法
事
の
時
に
、

「
大
阪
屋
の
料
理
が
好
き
だ
っ

た
」
と
言
わ
れ
た
こ
と
が
す
ご

く
う
れ
し
か
っ
た
そ
う
で
す
。

　

し
か
し
、
お
客
様
が
１
０
０

人
い
た
ら
１
０
０
人
全
員
が
満

足
で
き
る
わ
け
で
は
な
い
の

で
、
不
満
を
も
つ
方
も
い
ら
っ

し
ゃ
っ
た
こ
と
が
つ
ら
か
っ
た

そ
う
で
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
清

潔
で
安
全
な
料
理
を
提
供
す
る

こ
と
に
気
を
付
け
て
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
。

　

ま
た
、
何
事
も
あ
い
さ
つ
や

ど
ん
な
こ
と
で
も
３
年
は
我
慢

す
る
こ
と
「
石
の
上
に
も
３

年
」
を
大
切
に
し
て
い
る
そ
う

で
す
。

　

今
、調
理
師
は
約
２
０
０
０

人
不
足
し
て
お
り
、料
理
人
が

少
な
い
た
め
か
、学
校
に
通
い

な
が
ら
研
修
し
て
い
る
人
も
い

よ
く
知
ろ
う
！
乳
が
ん

アンソニー・ファリーさん｜ホッケー女子日本代表監督に就任

　

今
年
６
月
、
ホ
ッ
ケ
ー
女
子

日
本
代
表
チ
ー
ム
の
新
た
な
監

督
が
発
表
さ
れ
た
。

　
「
さ
く
ら
ジ
ャ
パ
ン
」
の
監

督
に
就
任
し
た
の
は
、
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
出
身
の
ア
ン
ソ

ニ
ー
・
フ
ァ
リ
ー
さ
ん
。
昨
年

開
催
さ
れ
た
リ
オ
五
輪
で
は
、

カ
ナ
ダ
男
子
代
表
の
監
督
を
務

め
、
同
国
を
五
輪
初
出
場
へ
と

導
い
た
。

　

さ
く
ら
ジ
ャ
パ
ン
は
、こ
れ

ま
で
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
4
連
続

出
場
。
初
め
て
、
海
外
か
ら
招

へ
い
し
た
ヘ
ッ
ド
コ
ー
チ
の
手

腕
に
期
待
が
か
か
る
。目
標
は

も
ち
ろ
ん
、
２
０
２
０
年
に
開

催
さ
れ
る「
東
京
五
輪
」
で
の

金
メ
ダ
ル
だ
。

　
「
選
手
の
フ
ォ
ー
ム
が
美
し

く
、
テ
ク
ニ
ッ
ク
も
あ
る
。
パ

ス
や
シ
ュ
ー
ト
の
ス
キ
ル
は

ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
だ
」。フ
ァ
リ
ー

さ
ん
は
、
チ
ー
ム
の
印
象
を
こ

う
語
る
。

　

同
時
に
課
題
も
あ
る
。
試
合

で
も
テ
ク
ニ
ッ
ク
を
１
０
０
％

発
揮
で
き
る
メ
ン
タ
ル
、
海
外

選
手
の
プ
ッ
シ
ュ
に
負
け
な
い

体
づ
く
り
が
必
要
だ
と
い
う
。

　

し
か
し
、彼
の
考
え
る「
チ
ー

ム
の
強
さ
」
は
、
技
術
や
メ
ン

タ
ル
だ
け
で
は
な
い
。「
選
手

は
、
監
督
の
ク
ロ
ー
ン
じ
ゃ
な

い
。
自
分
の
意
思
を
大
切
に
し

て
ほ
し
い
」
と
、
フ
ァ
リ
ー
さ

ん
。
選
手
自
身
の
考
え
を
オ
ー

プ
ン
に
し
、
そ
れ
を
チ
ー
ム
プ

レ
イ
に
生
か
す
こ
と
が
自
分
の

役
目
だ
と
考
え
る
。

　
「
大
切
な
の
は
、
目
標
に
か

け
る
個
々
の
思
い
。
そ
の
気
持

ち
は
、
メ
ン
バ
ー
に
も
伝
わ

り
、
そ
れ
が
チ
ー
ム
の
結
束
に

な
る
」
と
、
フ
ァ
リ
ー
さ
ん
は

語
る
。
目
指
す
の
は
、「
選
手

が
お
互
い
を
信
頼
し
、
尊
敬
し

合
え
る
チ
ー
ム
」
だ
。

　

東
京
五
輪
の
開
催
ま
で
、
あ

と
3
年
。
目
下
に
は
川
崎
重
工

ホ
ッ
ケ
ー
ス
タ
ジ
ア
ム
で
開
催

さ
れ
る「
２
０
１
７
女
子
ア
ジ

ア
カ
ッ
プ
」
が
控
え
て
い
る
。

彼
な
ら
、き
っ
と「
さ
く
ら
ジ
ャ

パ
ン
」を
金
メ
ダ
ル
に
導
い
て

く
れ
る
だ
ろ
う
。

Anthony James FARRY
2 児の父親として、忙しい中でも家
族と過ごす時間を大切にしている。
好きな日本食は、寿司とお好み焼き。

それぞれの選手の思いが、強いチームを作る

広報各務原 10 月 1 日号　 　1819　　 広報各務原 10 月 1 日号



作

　・
大
堀
一
志

挿
絵
・
廣
江
貴
子

め
ざ
せ
！

　8月 5 日に、中央ライフデザインセンターで、
夫婦でチャレンジ ! 講座が開催されました。
【市民カメラマン：尾崎昭喜さん】
新婚カップルからベテラン夫婦まで 12 組が集ま
り、エプロン姿もかいがいしく、スペインのバル
料理（小皿料理）に挑戦しました。
料理が完成すると、講師の奏でるフラメンコギ
ターを聞きながら、自分たちで作った料理をおい
しそうに味わっていました。

市展賞受賞作品の魅力に圧倒

水辺を彩る、秋の七草 ボールを通して、国際交流

市展賞受賞者作品展

河川環境楽園「オミナエシ」 国際協会児童交流イベント

スペインのバル料理を作ろう

　９月２日～ 10 日に、中央図書館３階の展示室
で、「第 4回市展賞受賞者作品展」が開催されま
した。この作品展では、第 48 回市美術展の最高
位である「市展賞」の受賞者の作品が展示されて
おり、6部門の市展賞受賞作品を含む計 28 点の
作品が展示されています。
　毎年、市美術展を楽しみにしているという方は、
「大きな作品を間近に見られ、迫力を感じます」と、
受賞作品の魅力に圧倒されていました。

　川島笠田町にある河川環境楽園の木曽川水園に
は、さまざまな植物が植えられ、四季折々の草花
を楽しむことができます。
　８月下旬、下流ゾーンでは秋の七草の 1つオ
ミナエシが開花。1000 株の鮮やかな黄色の花が
来園者の目を引き、秋の風情を感じさせています。
親子で木曽川水園を散策していた方は、「派手す
ぎない、控えめな花がかわいいです」と、小さな
花を愛でていました。

　各務原国際協会が、8月 28 日に児童交流イベ
ント「バブルサッカー」を開催。市内のフットサ
ルコートに、小学 4～ 6 年生児童とブラジル人
学校ノヴァエタッパの生徒19人が集まりました。
　ボール状の被りものをつけた参加者は、ぶつ
かったり、転がったりしながら、ゲームを楽しみ
ました。那加第二小学校6年の幸田爽

そうし

士さんは「ポ
ルトガル語を教わり、一緒にプレーできて楽し
かったです」と、笑顔を見せていました。

吉
…
島
田
さ
ん

は
子
供
の
頃
は

半
吉
と
言
っ
て

い
た
そ
う
で
、

半
吉
は
新
撰
組

に
入
っ
た
ら
し

い
っ
て
ね
。
わ

し
は
本
当
か
ど

う
か
っ
て
思
っ

て
い
た
ん
で
す

が
、
や
っ
ぱ
本
当
だ
っ
た
ん
で
す
ね
」

「
本
当
だ
と
も
。
島
田
さ
ん
は
新
撰
組
の
幹

部
で
し
た
。
力
も
強
か
っ
た
し
、
何
よ
り
剣

術
も
…
」

「
そ
う
で
す
か
。
親
父
が
言
う
に
は
…
半
吉
、

い
や
島
田
さ
ん
は
ウ
チ
の
子
で
は
ね
ぇ
、
貰

い
子
で
し
た
。
親
父
た
ち
に
は
な
か
な
か
子

供
が
出
来
ね
ぇ
こ
と
も
あ
っ
て
幼
ね
ぇ
時
に

貰
っ
て
…
そ
れ
か
ら
十
年
以
上
も
経
っ
て
わ

し
が
生
ま
れ
…
わ
し
に
物
心
が
つ
い
た
頃

に
ゃ
島
田
家
に
行
っ
て
し
ま
い
…
わ
し
は
よ

う
憶
え
て
お
ら
ん
の
じ
ゃ
」　

　
半
兵
衛
は
訥と

つ
と
つ々

と
語
り
な
が
ら
、
島
田
の

手
紙
を
大
事
そ
う
に
畳
み
直
し
た
。―
つ
づ
く

7

「
一
筆
湿
し
参
ら
せ
候
。私
こ
と
、美
濃
の
国
を

出
て
よ
り
幾
春
秋
過
ぎ
し
や
。
こ
の
度
無
念

に
も
重
い
病
い
を
得
て
今
や
床
上
げ
の
望
み

も
絶
た
れ
た
り
。
こ
の
ま
ま
こ
の
地
で
相
果

つ
る
覚
悟
は
あ
り
候
え
な
が
ら
も
、
我
が
来

し
方
を
振
り
返
り
し
時
に
何
よ
り
も
思
い
出

さ
れ
る
こ
と
は
故
郷
の
山
河
と
養
父
母
に
受

け
た
慈
愛
。
我
が
生
ま
れ
し
所
は
知
ら
ね
ど

も
、
幼
き
日
よ
り
世
話
に
な
り
し
石
田
村
の

永
縄
家
に
今
一
度
立
ち
帰
り
養
父
母
に
感
謝

申
し
上
げ
た
く
存
じ
候
え
ど
も
、
今
や
相
叶

わ
ず
甚

は
な
は
だ
無
念
の
極
み
な
り
。
万
が
一
の
時

に
は
同
封
の
脇
差
と
鉢
巻
を
私
の
遺
品
と
し

て
受
け
取
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
誠
に
幸
甚
に

存
じ
候
　
石
田
村
養
父
母
様
　
島
田
魁
拝
」

　
と
て
も
重
篤
と
は
思
え
ぬ
力
強
い
字
で
書

か
れ
て
い
た
。

　
暫

し
ば
ら
く
の
沈
黙
の
後
、半
兵
衛
が
口
を
開
い
た
。

「
島
田
さ
ん
の
こ
と
は
…
死
ん
だ
親
父
か
ら

よ
く
聞
か
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
風
の
噂
で
半

【これまでのあらすじ】明治 34 年（1901）の春。永倉新八は、かつての新撰組の同志、島田魁が世話になっていたという石田村（神

　　　　　　　　　　 置村）を訪ねた。島田の養父、永縄半左衛門の息子である半兵衛に、島田からの手紙を読むように頼まれ…

　
「
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
」ら
ら
。
サ
ッ
カ
ー
日
本
代

表
が
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
出
場
を
決
め
て
、
ら
ら

ら
も
興
奮
し
た
ら
ら
。
そ
ん
な
勢
い
で
、
Ｆ
Ｃ

岐
阜
の
各
務
原
市
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
デ
ー
に
行
っ

て
き
た
ら
ら
。

　

サ
ポ
ー
タ
ー
の
み
な
さ
ん
の
お
出
迎
え
や
、

試
合
開
始
前
の
応
援
の
練
習
、
プ
リ
ニ
ー
と
の

Ｐ
Ｋ
対
決
も
し
た
ら
ら
。
始
球
式
の
キ
ッ
ク
イ

ン
も
蹴
っ
て
、
ら
ら
ら
も
楽
し
か
っ
た
ら
ら
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
市
内
外
で
各
務
原
を
Ｐ
Ｒ
す

る
ら
ら
。
そ
の
た
め
に
も
、
引
き
続
き
「
ゆ
る

キ
ャ
ラ
グ
ラ
ン
プ
リ
®
」の
投
票
お
願
い
ら
ら
。

　

あ
と
、
ら
ら
ら
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ス
タ
ン
プ
が
発
売

中
ら
ら
！
ぜ
ひ
使
っ
て
ほ
し
い
ら
ら
。
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観
光
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市民カメラマンフォトルポ市民カメラマンフォトルポ
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色鉛筆画
「富嶽三十六景　神奈川沖浪裏」

4 年前、妻に勧められ、何か趣味をと探していたときに

出会った色鉛筆画。浮世絵の図録を元に、定規で測りな

がら正確に描き上げる一方で、色彩や配色は、実物より

明るめにするなど、自分なりの表現で仕上げています。

今は、広重の「東海道五十三次」に挑戦しています。ま

だ半分で先は長いですが、いつか完成させたいですね。 立岩定宏さん
（入会町）

CITY
GALLERY

正確さと自分独自の表現を組み合わせて

「各務原市公式 L
ラ イ ン

INE」で、子育て・イベント、
「元気ッズ」募集などの情報を逃さずゲット！

右のQRコードから、または
「@kakamigahara」で検索！

兄妹仲良く、これからも元気いっぱいの笑顔

を見せてね！

（茂幸さん・直子さん、川島松倉町）

天使の輪♪ いつも笑顔で癒してくれてありが

とう。結は私たちの天使だよ。

（智啓さん・宏美さん、川島笠田町）

伊藤　結
ゆい

ちゃん（H28.4.3 生）
山田 航

こうへい

平ちゃん　　（H23.11.16 生）

　　 美
み さ き

彩紀ちゃん（H27.9.25 生）

環境保護のため、
植物インキを
使用しています。

各務原市の
人口・世帯

人口｜ 14 万 8109 人（男　7 万 3227 人・女　7 万 4882 人）

世帯｜ 5 万 8711 世帯　　　　　    平成 29 年 9 月 1 日現在
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